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１．当社の路線概要  
路線数 ：鉄道7 軌道1 計8路線 

営業㌔ ：104.9ｋｍ 

駅 数 ：98駅 

輸送人員：約10億6600万人 

※３路線で都心への相互直通運転を実施 

東海道貨物線 
西谷 
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２．混雑緩和への取組み 
大井町線改良・田園都市線複々線化事業大井町線改良 田園都市線複々線化事業

工事概要：・大井町線を急行運転可能な施設に改良 

       ・田園都市線二子玉川～溝の口間複々線化 

事業費：約1400億円事業費：約1400億円 

竣工年度：2009年度 

二子玉川 目黒 
旧目蒲線改良(武蔵小山駅） 

溝の口 
大井町 

大井町線改良(上野毛駅）大井町線改良(上野毛駅） 

目黒線改良 東横線複 線化事業

日吉 東横線複々線化（元住吉～日吉間） 
田園都市線複々線化（溝の口駅付近） 

東海道貨物線 

目黒線改良・東横線複々線化事業 
工事概要：・旧目蒲線目黒～多摩川間を大規模改良 

                 ・目黒駅で地下鉄と接続 

       ・東横線多摩川～日吉間複々線化 

事業費：約3000億円 

竣工年度：2007年度 ３ 



２．混雑緩和への取組み 
準急運転６ドア車両の導入 オフピーク通勤の 早起き応援準急運転６ドア車両の導入 オフピ ク通勤の

促進 
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キャンペーン 

準急運転化（渋谷着7:50～9:00） 

100,000 240 

79,819 
82,438 

84,448 82,874 
78,348 

76,707 
70,274 

57 544

225% 

196%197% 196% 198%

80,000 

210 

220 

230 2007年 
198% 

2009年57,544 

29本 28本 27本 
25本 24本

187% 

192% 
196% 

194% 

197% 196% 198%

193% 

40,000 

60,000 

(人/時) 

180 

190 

200 

(%) 

2009年 
187% 

20本 19本 
18本 

20,000 

150 

160 

170 

輸送量 
輸送力 
混雑率

最混雑区間（池尻大橋⇒渋谷）における混雑率推移 
４ 

0 
1985 
(S60) 

1990 
(H2) 

1995 
(H7) 

2000 
(H12) 

2005 
(H17) (年) 

140 

混雑率



３．ネットワーク拡充への取組み 
神奈川東部方面線工事

・整備区間：西谷駅～日吉駅間12.7ｋｍ 

・事業費：約2640億円 

・設置駅：羽沢駅（仮称） 新横浜駅（仮称）
渋谷 

新宿 

・設置駅：羽沢駅（仮称）、新横浜駅（仮称）、

      新綱島駅（仮称）、日吉駅 

・営業開始時期：2019年（予定） 

新横浜駅付近 

渋谷～代官山間地下化 

ホーム延伸工事 

日吉 
新綱島(仮称) 

新横浜(仮称）
東横線渋谷～横浜間改良工事 

・主な工事内容：渋谷～代官山間地下化 

優等列車10両化対応 車両の新造 改造

羽沢(仮称） 
横浜

東海道貨物線 

新横浜(仮称）

優等列車10両化対応、車両の新造、改造 

・事業費：約1600億円 

・竣工年度2014年度 ５ 
西谷 横浜 



４．サービスアップへの取組み 
ベ タ カ タ 多機能 プ 誘導ブ クエレベーター エスカレーター 多機能トイレ スロープ・誘導ブロック 

段差解消対応済駅 
９８駅中９６駅 

ＩＣカード乗車券の導入・相互利用 サービス介助士の資格取得 安全対策 

６ 



５．今後の取組み 
○安全 安心にかかる取組み○安全・安心にかかる取組み
 

   ・踏切立体交差化（自由が丘駅付近）踏切 体交 （自由 駅付近）

   ・ホームドア設置 
・耐震補強工事   ・耐震補強工事

   ・バリアフリー化 

自由が丘駅付近立体交差(出典：東京都HP） 

ホームドア設置 耐震補強（鉄筋補強） 耐震補強（繊維シート補強） 
７ 



６．将来に向けた検討課題  
田園都市線渋谷駅2面3線化

渋谷 

田園都市線渋谷駅2面3線化

溝の口 

たまプラーザ たまプラーザ 

蒲田

蒲蒲新線 
蒲田

大井町線たまプラーザ延伸 
羽田空港 

東海道貨物線 
西谷 

出典：大田区ＨＰ 
８ 



７．大都市の鉄道利用促進に向けて 
前提条件 前提条件これまで これから前提条件 

・沿線人口の増加 

・右肩上がりの経済成長 

前提条件

・少子高齢・人口減少時代 

・施設の老朽化 

これまで これから

利 用 者 
【増加】

民間鉄道事業者 
【投資意欲増大】

鉄道収入の増加 

利 用 者 民間鉄道事業者 

鉄道収入の減少 

【増加】 【投資意欲増大】

設備投資の実施 

【減少】 
民間鉄道事業者
【投資意欲縮小】 

設備投資の縮小 
今後も必要な整備 

整備内容 
補助スキーム活用 
・Ｐ線工事 
・特特制度 
・都市鉄道等利便法 
連続立体交差事業

・輸送障害対策 
・踏切立体交差 
・バリアフリー化 
・ホームドアの設置 

更なる補助の 

充実が必須

 

・輸送力増強 
・混雑緩和 
・耐震補強 
・踏切立体交差

国

・連続立体交差事業 
・駅総合改善事業 
・バリアフリー補助 

・耐震補強 
・施設の老朽化対策 

充実が必須

国 

・踏切立体交差
・バリアフリー化 

国

鉄道利用促進を図るために 

国

設備投資を推進していくためのインセンティブが働くような仕組みが必須

９ 

設備投資を推進していくためのインセンティブが働くような仕組みが必須


